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 平成２９年度 富士見市下水道事業会計予算（概要） 

 

１ 予算概要 

 

(1) 予算編成概要 

下水道事業の取り巻く環境は、人口増加の鈍化や生活様式の多様化、節水意識の定着

や節水器具の普及などにより、下水道収益の大きな伸びが期待できない状況である。 

公共下水道汚水事業については、水子地区の舗装本復旧工事を実施し、南畑地区は引

続き計画的に整備促進を図る。 

また、公共下水道雨水事業については、別所雨水ポンプ施設の計画的な更新事業を行

うとともに別所雨水幹線について順次整備を図る。 

今後も市民生活の安心・安全のため、都市環境の改善を図り、都市の健全な発展と公

衆衛生の向上や公共用水域の水質保全に資するため、計画的に整備を進めるとともに、

維持管理に努め、経費の削減はもとより、健全で効率的な経営を推進するための予算を

編成した。 

 

(2) 予算規模 

第３条予算（収益的収入及び支出）の税込収入は、前年度比１.０６％減の１８億 

１,８３３万１千円、支出は、前年度比１.９２％減の１５億４,９１８万６千円で、収

支差引で２億６,９１４万５千円の黒字となっている。 

第４条予算（資本的収入及び支出）の税込収入は、前年度比４６.９４％減の８億 

３,７０９万２千円、支出は、前年度比３５.６９％減の１５億２３７万５千円となり、

収支差引では６億６,５２８万３千円の赤字が見込まれる。 

 

(3) 財源不足額 

第４条予算の赤字分については、損益勘定留保資金等で補填する。 

 

２ 予算（収入）の主な特徴 

 

(1) ３条予算（収益的収入） 

○ 営業収益 

下水道使用料は、人口増加の鈍化や生活様式の多様化、節水意識の定着や節水器具

の普及などにより、一般世帯からの収益は伸び悩んでおり、前年度比０.０６％増の 

９億８,１０３万３千円の見込みとなる。 

他会計負担金は、主に一般会計からの繰入金として、前年度比６.２６％減の３億 

１,１１９万９千円とした。 
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○ 営業外収益 

他会計補助金は、２億１,０００万円。 

長期前受金戻入は、３億１,３７７万９千円。 

雑収益は１７７万６千円とした。 

 

(2) ４条予算（資本的収入） 

企業債は、前年度比５２.３３％減の５億６,０４０万円。 

国庫(県)補助金は、前年度比６５.４４％減の７,８００万円。 

負担金は、受益者負担金と一般会計からの繰入金等として、前年度比１２.７５％増

の１億９,８６９万２千円とした。 

 

３ 予算（支出）の主な特徴 

 

(1) ３条予算（収益的支出） 

 ○ 営業費用 

① 管渠費は、管渠の維持管理に要する経費で、主に委託料、修繕費、工事請負費、負

担金等で前年度比５.４７％減の５億３７万５千円とした。 

【主な支出】 

・荒川右岸流域下水道維持管理負担金     ３億９,０３８万２千円 

・維持管理・監視業務・保守点検等業務委託    ４,２５６万１千円 

・人孔蓋取替工事等               １,１６９万円 

② 業務費は、使用料徴収業務等に要する経費で、前年度比１１.３３％減の 

４,３０１万２千円とした。 

【主な支出】 

・下水道使用料徴収事務委託  ３,７００万１千円 

③ 総係費は、前年度比８.０１％増の３,０００万９千円とした。 

   【主な支出】 

・貸倒引当金繰入額     ３９４万３千円 

④ 減価償却費は、構築物の減価償却などとして、７億５,５４３万３千円とした。 

○ 営業外費用 

  ① 支払利息は、前年度比１４.１８％減の２億４７１万８千円とした。 

② 消費税及び地方消費税の納税予定額を１,４０２万円とした。 

○ 特別損失 

① 過年度損益修正損は、５４万円とした。 

 

(2)４条予算（資本的支出） 

○ 建設改良費は前年度比１１．９５％増の７億８，５８５万９千円とした。 

  ① 公共下水道建設事業費は、前年度比６９.７８％減の２億８,８１８万９千円とした。 
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   【主な支出】 

委託料    １億７,４４３万円 

・別所雨水ポンプ場施設工事委託 

（平成２９～３０年度継続費・平成２９年度分） 

・実施設計委託料等 

工事請負費    ９,１６６万円 

・柳瀬第９汚水管渠築造工事 

・私道対策事業 

・舗装本復旧工事 

・公共下水道管渠築造工事（西口） 

② 特定環境保全公共下水道建設事業費は、前年度比２７.８６％減の３億 

３６万３千円とした。 

【主な支出】 

委託料      １,３００万円 

・実施設計（新河岸第１４・１６） 

工事請負費  ２億６,７３０万円 

・新河岸第１２－２－２汚水管渠築造工事 

・新河岸第１４汚水管渠築造工事 

・舗装本復旧工事 

③ 流域下水道事業費は、前年度比３４.７９％減の５,０１６万１千円とした。 

【主な支出】 

負担金      ５,０１６万１千円 

・荒川右岸流域下水道事業建設負担金 

  ④ 固定資産購入費は、７３０万円とした。 

【主な支出】 

    ・施設用地購入費 

○ 償還金前年度比１．０６％減の７億８，０６３万５千円とした。 

企業債償還金は、前年度比２.９０％減の７億８,０１７万８千円とした。 

    ・公共下水道債償還金         ５億２,０７２万円 

・流域下水道債償還金           ９,９９８万７千円 

・特定環境保全公共下水道債償還金   １億３,８０４万９千円 

・資本費平準化債償還金          ２,１４２万２千円 
 

企業債の平成２９年度末未償還残高は、８４億８１４万７千円となる見込みである。 



収  入 （単位：千円）

款 対前年度増減額

△ 19,490

△ 19,795

622

△ 20,772

355

305

△ 99

△ 40,000

82,475

0

△ 42,071

0

0

（単位：千円）

款 対前年度増減額

△ 30,266

△ 10,273

△ 28,931

△ 5,494

2,226

△ 1

21,927

△ 19,993

△ 33,813

△ 200

14,020

0

0

0

0

540

500

500

予 備 費

755,433

219,038

204,718

300

14,020

540

0

1

1

予　定　額

1,549,186

1,329,108

480

525,618

63

210,000

313,779

1,776

収 益 的 収 入 及 び 支 出

■平成２９年度富士見市下水道事業会計予算

予　定　額

1,818,331

特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損

1,292,712

981,033

311,199

総 係 費

水 洗 化 促 進 費

減 価 償 却 費

予 備 費
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営 業 外 費 用

支 払 利 息

279

過 年 度 損 益 修 正 益

支  出 

目

下 水 道 事 業 費 用

項

500,375

43,012

30,009

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

営 業 費 用

管 渠 費

業 務 費

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

消 費 税 及 び 地 方
消 費 税 還 付 金

特 別 利 益

雑 支 出

営 業 外 収 益

受 取 利 息

目

下 水 道 事 業 収 益

他 会 計 補 助 金

営 業 収 益

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

そ の 他 の 営 業 収 益

項



収  入 （単位：千円）

款 対前年度増減額

△ 740,535

△ 615,300

△ 615,300

△ 147,700

△ 147,700

198,692 22,465

22,465

支  出 （単位：千円）

款 対前年度増減額

△ 833,925

△ 810,636

△ 9,574

△ 665,600

△ 116,000

△ 26,762

7,300

△ 23,289

△ 23,289

0

0

7,300

780,178

780,178

1,000

1,000

1,502,375

721,197

75,184

288,189

300,363

50,161

560,400

560,400

78,000

78,000

198,692

予　定　額

■平成２９年度富士見市下水道事業会計予算

予　定　額

837,092資 本 的 収 入

資 本 的 収 入 及 び 支 出
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特 定 環 境 保 全 公 共
下 水 道 建 設 事 業 費

流 域 下 水 道 事 業 費

償 還 金

企 業 債 償 還 金

目

予 備 費

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

建 設 総 係 費

予 備 費

国 庫 ( 県 ) 補 助 金

国 庫 ( 県 ) 補 助 金

負 担 金

負 担 金

固 定 資 産 購 入 費

公 共 下 水 道
建 設 事 業 費

項

企 業 債

目項

企 業 債


